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(57)【要約】

〔目的〕各ベクトルごとの入力に対する量子化歪から，

その一つのブロツクの全体の歪の和が小さくなるように

各ベクトルに対する情報量を決定することにより，ベク

トルごとの量子化歪の変動を小さくする。

〔構成〕符号化されるべき入力ベクトルは入力バツフア

１１に格納され，第１段量子化手段１２で同一ブロツク

中のｎ個のベクトルに対し，各ｂ↓１ビツトで量子化す

る。歪算出並べ換え手段１３はこれら量子化されたベク

トルをその量子化歪の大きい順にベクトルを並べ変え，

量子化歪の小さいｎ↓１個をこの量子化結果の符号とす

る。第２量子化手段１４では残りの（ｎ－ｎ↓１）個の

ベクトルを各ｂ↓２（ｂ↓２＞ｂ↓１）ビツトで改めて

量子化し，歪算出並べ換え手段１５で量子化歪の小さい

順にベクトルを並べ変え，歪の小さいｎ↓２個の量子化

結果をそのベクトルの符号とする。以下同様のことを繰

返すことにより，ベクトルごとの量子化歪の変動を小さ

くする。

【特許請求の範囲】

【請求項１】（１）一定次元数個のサンプル値から成る

ベクトルを複数個まとめて一つのブロックとし、これを

一定情報量で量子化するブロック符号化法において、各

ベクトルごとの入力に対する量子化歪に基づきその一つ

のブロック全体の歪の和が小さくなるようにその各ベク

トルへの情報量の割り当てを決定する手段と、その割り

当てられた情報量に応じて各ベクトルを量子化する手段

と、上記各ブロックごとにおける上記情報量の割り当て

を示す補助情報を生成する手段とを備え、上記各ブロッ

クごとにその量子化された各ベクトル情報と上記補助情

報とを符号化することを特徴とする情報割り当てを伴う

ブロック符号化法。

【請求項２】（２）上記情報量の割り当てを決定する手

段は、一つのブロックの各ベクトルを平均情報量より少

ない情報量で量子化し、次にその量子化されたベクトル

中の歪が小さい一定個数のベクトルを除いて、さらに多

い情報量で改めて残りの各ベクトルを量子化し、またそ

の量子化されたベクトル中で歪の小さい一定個数を除い

て更に多い情報量で残りの各ベクトルを改めて量子化す

ることを繰り返してベクトルごとの量子化歪の変動を小

さくするように情報量の割り当てを決定することを特徴

とする特許請求の範囲第１項記載の情報割り当てを伴う

ブロック符号化法。
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